
1──「ガバナンス──中国における国家・市場・社会」の特集にあたって

　
本
特
集
は
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
か
ら
み
る
習
近
平
政
権
の
特
徴
を
政
治
学
、
社
会
学
、
経
済
学
な
ど
の
視
点
か
ら
総
合
的
に

分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
改
革
・
開
放
政
策
の
実
施
、
と
り
わ
け
一
九
九
二
年
以
降
の
社
会
主
義
市
場
経
済
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
「
単

位
」
制
度
の
よ
う
な
政
府
に
よ
る
一
元
的
な
統
治
体
制
が
弱
体
化
し
た
。
計
画
経
済
体
制
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
単
一
的
な

社
会
構
造
か
ら
市
場
経
済
を
基
礎
と
す
る
多
元
的
な
社
会
構
造
へ
と
変
化
し
、
社
会
の
矛
盾
や
衝
突
が
顕
著
に
現
れ
、
社

会
管
理
を
強
化
し
、
市
場
経
済
に
適
合
す
る
社
会
管
理
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景

の
下
で
、
一
九
九
三
年
に
開
か
れ
た
中
国
共
産
党
第
十
四
期
三
中
全
会
で
は
、「
政
府
の
社
会
管
理
機
能
を
強
化
す
る
」

こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で
中
国
共
産
党
は
正
式
文
書
の
中
で
は
じ
め
て
「
社
会
管
理
」
と
い
う
概
念
に
言
及
し

た
。
二
〇
〇
二
年
、
共
産
党
の
第
十
六
回
全
国
代
表
大
会
の
報
告
で
は
、
社
会
管
理
を
政
府
の
四
つ
の
主
要
な
職
能
の
一

つ
と
し
、「
打
撃
と
予
防
の
結
合
を
堅
持
し
、
予
防
を
主
と
し
、
社
会
治
安
の
総
合
的
管
理
の
各
種
措
置
を
着
実
に
し
、

社
会
管
理
を
改
善
し
、
良
好
な
社
会
秩
序
を
保
持
す
る
」
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
社
会
管
理
は
「
維
穏
」

（
社
会
の
安
定
維
持
）
の
手
段
と
見
做
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
降
、
共
産
党
は
社
会
管
理
の
理
念
や
方
法
を
常
に
探
求
し

続
け
て
き
た
。
二
〇
〇
四
年
に
党
中
央
は
第
十
六
期
四
中
全
会
に
お
い
て
「
社
会
建
設
と
管
理
を
強
化
し
、
社
会
管
理
体

制
の
革
新
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
提
唱
し
た
。

　
市
場
経
済
の
推
進
と
改
革
の
さ
ら
な
る
深
化
に
伴
い
、
中
国
社
会
は
激
変
の
な
か
多
様
化
し
、
複
雑
な
局
面
に
入
っ

た
。
同
時
に
、
工
業
化
、
都
市
化
、
市
場
化
、
情
報
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
重
層
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
て
、
官
僚

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
│
│
中
国
に
お
け
る
国
家
・
市
場
・
社
会
」の
特
集
に
あ
た
っ
て 

編
集
部
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の
腐
敗
、
社
会
的
信
頼
の
喪
失
、
環
境
汚
染
、
格
差
の
拡
大
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
露
呈
し
、
社
会
不
安
に
陥
る

懸
念
が
強
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
て
、
か
つ
て
の
高
圧
的
な
安
定
維
持
の
管
理
理
念
の
転
換
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
三
年
の
第
十
八
期
三
中
全
会
に
お
い
て
党
中
央
は
「
国
家
治
理
体
系
和
治
理
能
力

的
現
代
化
」（
国
家
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
系
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
能
力
の
現
代
化
）
を
改
革
の
全
面
的
深
化
の
総
目
標
と
し
て
掲

げ
、「
社
会
治
理
体
制
的
創
新
」（
社
会
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
革
新
）
を
強
調
し
、「
治
理
」（
以
下
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
訳

す
）
と
い
う
理
念
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
（governance
）
は
も
と
も
と
主
と
し
て
国
家
の
公
共
事
務
に
関
す
る
管
理
活
動
や
政
治
活
動
の
領
域
に

使
わ
れ
て
い
る
概
念
で
あ
り
、
学
者
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
定
義
が
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
欧
米
で
は
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
新
た
な
意
味
を
賦
与
し
、
政
治
領
域
の
み
な
ら
ず
、
社
会
経
済
領
域
な
ど
に
も
応
用
さ
れ
、
よ
り
広
い
概
念
と
し
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、R

. R
hodes

は
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
六
種
類
の
定
義
を
例
示
し
た
。
す
な
わ

ち
、
⑴
最
小
国
家
の
管
理
活
動
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
公
共
投
資
の
削
減
に
よ
っ
て
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
利
益

を
獲
得
し
、
市
場
ま
た
は
準
市
場
の
方
法
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
⑵
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
、
企
業
の
運
営
を
指
導
・
支
配
・
監
督
す
る
組
織
制
度
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
⑶
新
公

共
管
理
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は
、
民
間
部
門
の
管
理
方
法
と
市
場
の
競
争
原
理
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
公
共
部

門
に
導
入
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
公
共
部
門
の
変
革
に
は
「
よ
り
少
な
い
統
治
と
よ
り
多
く
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」（less 

governm
ent but m

ore governance

）
を
必
要
と
す
る
。
⑷
善
き
統
治
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
効
率
、
法
治
、
責
任

を
強
調
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
体
系
で
あ
る
。
⑸
社
会
―
制
御
体
系
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
政
府
と
民
間
、
公
共
部
門

と
私
部
門
の
協
働
で
あ
る
。
⑹
自
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
、
信
頼
と
互
恵
、
相
互
依
存
に
よ
っ
て

構
築
さ
れ
る
社
会
調
整
・
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
と
指
摘
し
た
（R

. A
. W

. R
hodes, “ T

he N
ew G

overnance: 
G

overning without G
overnm

ent,”  Political Studies , X
LIV, 1996, pp. 652 ‒667

）。

　
欧
米
で
流
行
っ
て
い
た
広
範
囲
に
わ
た
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
概
念
は
、
中
国
の
改
革
に
伴
い
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
に
浸
透
し

て
い
た
。
一
九
九
三
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
共
産
党
の
第
十
四
期
三
中
全
会
で
は
、「
財
産
権
の
明
確
化
、
権
利
と
責
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任
の
明
晰
化
、
政
府
と
企
業
の
分
離
、
管
理
の
科
学
化
」
を
目
的
と
し
、
株
式
制
改
革
を
中
心
内
容
と
す
る
「
現
代
企
業

制
度
」
の
確
立
が
国
有
企
業
改
革
の
方
向
性
と
し
て
明
確
化
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
国
有
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
健
全
化
と
い
う
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、「
社
会
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
や
「
国
家

ガ
バ
ナ
ン
ス
」
は
中
国
の
政
策
目
標
と
さ
れ
、
公
共
事
務
に
対
し
て
単
に
政
府
の
み
な
ら
ず
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
な
ど
の
社
会
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
積
極
的
参
加
に
よ
り
、
官
民
の
協
働
が
強
調

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
市
場
経
済
化
に
よ
っ
て
多
元
化
し
つ
つ
あ
る
社
会
の
変
化
に

伴
い
、
中
国
で
は
市
場
や
社
会
の
力
が
強
く
な
り
、
国
家
に
対
す
る
自
律
性
が
高
め
ら
れ
、
国
家
、
市
場
、
社
会
関
係
の

再
編
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
概
念
が
中
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
浸
透
し
た
と
は
い
え
、
欧
米
で
い
う
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
は

異
な
り
、
共
産
党
の
領
導
（
指
導
）
を
強
調
す
る
中
国
的
な
文
脈
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
党
組
織
は
政
府
機
関
の

み
な
ら
ず
、
企
業
や
学
校
、
事
業
組
織
、
基
層
社
会
の
「
社
区
」（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
な
ど
、
社
会
の
末
端
ま
で
浸
透
し

て
い
る
。
所
有
権
と
経
営
権
の
分
離
を
目
指
す
国
有
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
健
全
化
を
図
っ
た
改
革
の

流
れ
の
中
で
一
旦
表
舞
台
か
ら
退
い
た
党
組
織
の
影
響
力
も
近
年
再
び
増
大
し
、
二
〇
一
七
年
以
降
国
有
企
業
の
定
款
改

訂
に
よ
っ
て
党
の
介
入
が
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、「
社
会
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
や
「
国
家
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に

関
し
て
は
、
二
〇
〇
四
年
党
中
央
が
「
党
委
領
導
・
政
府
負
責
・
社
会
協
同
・
公
衆
参
与
」（
共
産
党
委
員
会
の
指
導
の

下
、
政
府
が
責
任
を
持
ち
、
社
会
が
協
働
し
、
公
民
が
参
与
す
る
）
と
い
う
社
会
管
理
の
枠
組
み
を
提
起
し
て
以
来
、
一

貫
し
て
共
産
党
の
領
導
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
中
国
政
府
に
よ
る
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
提
唱
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
世
界
的
な
「
ガ
バ
メ
ン
ト
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス

へ
」
の
潮
流
に
対
応
し
て
い
る
側
面
も
見
え
る
が
、
共
産
党
の
領
導
を
強
調
す
る
中
国
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
特
徴
が
全
面

的
に
出
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
共
産
党
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
今
日
、
共
産
党
の
領
導
を
い
か
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
組
み
込
む
か
、
中
国
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
中
国
の
国
家
・
市
場
・

社
会
関
係
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
。
本
特
集
で
は
、
政
治
学
、
社
会
学
、
経
済
学
・
経
営
学
な
ど
の
分
野
の
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専
門
家
が
こ
れ
ら
の
課
題
を
多
角
的
視
点
か
ら
総
合
的
に
分
析
し
、
中
国
共
産
党
第
二
十
回
全
国
代
表
大
会
が
今
年
一
〇

月
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
改
め
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
か
ら
み
え
る
習
近
平
政
権
の
特
徴
と
今
後
の
展
望
を
論
ず
る
。 
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唐 

燕
霞
）


